
今月の明科地域の事業所のご紹介は、 
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回 覧 

明科支所・明科公民館だより 

安曇野市明科中川手 6824 番地1 

明科支所：62－3001、明科公民館：62－4605 

支店長 

吉池 浩次 

 当行は昭和６年に第十九銀行と六十三銀行が合併し現在の八十二銀行が創立されました。

「健全経営を堅持し、もって地域社会の発展に寄与する」を経営理念に掲げ、地域の中枢金

融機関として地域経済の発展とともに成長し、今日の基盤を築いてまいりました。これもひ

とえにお客さまや株主の皆様、そして地域の皆様の永年にわたるご支援の賜物と深く感謝し

ております。 

明科支店は昭和 18 年３月に「明科出張所」として開設し、昭和 24 年に「明科支店」に昇

格。昭和 29 年に現在の場所に移転し、昭和 51 年に店舗を新築し現在に至っています。営業

区域は安曇野市明科および松本市四賀、東筑摩郡生坂村・筑北村・麻績村の２市３村、面積

にして 300 ㎢超と広域に及んでおり、地域社会との信頼関係を築き、地域社会の一員として

の責任を果たすため、本来の営業活動に加えて、経済・文化活動への貢献、地域社会との交

流活動なども積極的に推進しています。 

 当行は今年度から平成 29 年度までの３ヶ年を計画期間とする第 30 次長期経営計画「地域

活力創造銀行への変革」をスタートさせました。「地域活力を創造する」「お客さま利便性を

進化させる」「企業力を向上させる」の３つをテーマに掲げ、地域の発展に向けて全力で取り

組んでいます。地域活力の創造とは、地域の雇用と所得を生み出す企業や人材の育成に当行

が積極的に関わっていくことであり、「まちづくり」「ひとづくり」につながります。また、

お客さまの利便性を向上させることにより、使いやすい銀行・頼りになる銀行を目指してい

ます。また、企業のフィールドを拡げることにより金融機関としての収益力の強化を図って

います。 

 活力ある地域の現実に真正面から取組み、地域の創生に貢献していくために企業としての

存在感を高め、これからも皆様のお役に立てる銀行を目指してまいります。 
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八十二銀行明科支店 

昭和 29 年当時の店舗 
昭和 51 年 11 月 店舗新築 

現在 生坂村写友会ロビー展開催中 

（前々回は明科写友会の展示でした） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

六
文
銭
の
旗
の
も
と 

十
勇
士
が
行
く 

（
上
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
に
関
係
し
て 

海
野
氏
と
東
山
（
明
科
）・
・
・ 

 

戦
国
最
強
日
本
一

ひ
の
も
と
い
ち

の

兵
つ
わ
も
の

と
言
わ
れ
る
信
州
上
田
出
身
の
雄
「
真
田
信
繁
（
幸 

村
）」
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
真
田
丸
」

と
は
戦
国
時
代
「
大
坂
冬
の
陣
（
一
六
一
四
年
）
」
に
お
い
て
豊
臣
方
の
大
阪
城

平
野
口
に
構
え
た
出
城
（
曲
輪
）
の
こ
と
で
す
。
そ
の
戦
で
は
、
当
初
攻
め
込
む

徳
川
勢
を
少
数
な
が
ら
一
網
打
尽
し
て
功
を
挙
げ
ま
し
た
。
家
康
本
陣
に
ま
で
突

き
進
み
、
家
康
に
「
も
は
や
こ
れ
ま
で
」
と
二
度
も
覚
悟
さ
せ
た
程
の
活
躍
ぶ
り

で
し
た
。「
大
阪
夏
の
陣
（
一
六
一
五
年
）」
で
は
、
結
局
は
多
勢
に
は
か
な
わ
ず
、

四
天
王
寺
近
く
の
安
居
神
社
境
内
の
松
の
木
に
も
た
れ
身
体
を
休
め
て
い
た
と

こ
ろ
を
追
手
の
松
平
忠
直
隊
の
西
尾
宗
次
に
発
見
さ
れ
、
「
わ
し
の
首
を
手
柄
に

さ
れ
よ
」
と
の
言
葉
を
残
し
討
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
四
十
九
歳
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
、

巷
ち
ま
た

が
こ
の
ド
ラ
マ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
中
、
直
接
こ
の
幸
村
の 

戦
記
と
は
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
真
田
の
祖
と
な
る
海
野
氏
が
か
つ
て
明
科
を

含
め
た
東
山
一
帯
（
松
本
市
四
賀
や
明
科
他
）
に
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で

勢
力
を
張
っ
て
い
て
、
現
在
ま
で
も
そ
の
影
響
が
残
っ
て
お
り
、
海
野
氏
と
一
体

地
域
の
由
縁
を
、
上
（
一
月
）、
中
（
二
月
）
、
下
（
三
月
）
に
わ
た
り
記
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
海
野
家
に
つ
い
て
で
す
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
東
信
の
名
族
で
あ
っ
た

滋
野
氏
の
嫡
流
で
あ
り
、
次
第
に
上
州
（
群
馬
県
）
西
部
ま
で
そ
の
力
を
拡
大
し

て
い
っ
た
武
家
で
し
た
。
更
に
中
部
の
安
曇
野
市
境
、
川
手
筋
の
塔
の
原
、
光
、

田
沢
や
松
本
市
四
賀
地
区
へ
勢
力
を
張
り
、
海
野
氏
の
総
元
幸
継
は
、
長
男
幸
春

（
小
太
郎
）
を
本
拠
地
東
御
市
に
据
え
、
四
賀
会
田
に
は
そ
の
地
区
の
要
と
し
て

次
男
幸
持
（
会
田
二
郎
）
、
塔
の
原
に
三
男
幸
次
（
塔
原
三
郎
）、
田
沢
に
四
男
幸

元
（
田
沢
四
郎
）
、
四
賀
刈
谷
原
に
五
男
幸
棟
（
苅
谷
原
五
郎
）、
そ
し
て
光
に
六

男
幸
国
（
光
六
郎
）
を
配
し
て
そ
の
勢
力
の
構
え
を
し
ま
し
た
。 

時
が
経
ち
、
安
土
桃
山
時
代
の
戦
国
期
に
な
る
と
、
海
野
直
系
の
棟
綱
を
経
て
、

真
田
幸
綱
（
幸
隆
）
が
歴
史
上
に
登
場
し
、
そ
の
次
男
昌
幸
、
そ
し
て
昌
幸
の
子

で
長
男
が
信
之
（
信
幸
）
、
次
男
が
信
繁
（
幸
村
）
が
活
躍
す
る
時
世
と
な
り
ま

す
。 真

田
幸
村
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
脚
色
を
さ
れ
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
父
昌

幸
は
、
小
さ
な
武
家
な
が
ら
徳
川
大
軍
を
二
度
も
破
る
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。
後

に
幸
村
は
豊
臣
の
家
臣
と
し
て
大
阪
の
陣
で
果
敢
な
戦
い
ぶ
り
を
み
せ
ま
し
た
。

真
田
十
勇
士
と
言
わ
れ
る
才
能
に
溢
れ
る
家
来
を
持
ち
、
赤
鎧
兜
に
六
文
銭
の
軍

印
を
掲
げ
乱
世
の
國
盗
り
の
時
代
を
駆
け
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
真
田
家
存
続

の
た
め
兄
信
之
は
徳
川
方
に
つ
い
て
い
ま
す
。
以
後
上
田
か
ら
松
代
に
移
り
、
江

戸
末
期
ま
で
真
田
家
は
存
続
し
ま
す
。 

そ
こ
で
、
そ
の
真
田
の
も
と
で
あ
る
海
野
氏
が
会
田
を
こ
の
辺
の
中
心
に
構

え
、
そ
の
前
衛
と
し
て
の
明
科
で
直
接
関
係
し
た
塔
原
氏
と
光
氏
に
つ
い
て
記
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

拠
点
の
会
田
氏
は
、
明
科
の
潮
沢
川
・
犀
川
を
境
と
し
て
東
南
に
勢
力
を
持
ち
、

西
・
北
方
面
の
仁
科
氏
系
の
丸
山
氏
に
、
南
部
は
小
笠
原
氏
に
睨
み
を
利
か
せ
て

い
ま
し
た
。
各
主
要
な
山
頂
に
は
山
城
を
築
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
そ
こ
へ

籠
り
守
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
長
峰
山
系
地
域
は
塔
原
氏
と
光
氏
が
治
め
て
お

り
、
塔
原
氏
は
長
峰
山
に
塔
の
原
城
を
構
え
、
そ
の
支
城
と
し
て
小
谷
城
（
明
科

城
山
）
そ
し
て
会
田
氏
は
茶
臼
山
城
（
潮
施
行
田
）
を
配
し
拠
点
の
会
田
口
を
守

っ
て
い
ま
し
た
。
当
初
、
塔
原
氏
は
普
段
の
居
館
は
大
足
平
地
籍
に
構
え
、
祈
願

寺
を
吐
中
山
の
光
久
寺
と
し
て
い
ま
し
た
。
「
光
久
寺
に
は
海
野
氏
が
善
光
寺
仏

師
妙
海
に
命
じ
菩
薩
像
を
造
ら
せ
て
い
る
・
・
・
県
宝
日
光
月
光
菩
薩
像
」
そ
の

後
、
時
代
が
移
り
現
塔
の
原
上
手
屋
敷
（
明
南
小
付
近
）
に
居
館
を
移
し
、
囲
い

と
し
て
町
を
配
し
ま
し
た
。（
現
在
の
町
区
）
そ
し
て
祈
願
寺
と
し
て
「
能
念
寺
」

を
造
り
、
以
後
「
雲
龍
寺
」
も
造
り
ま
し
た
。
旧
居
館
の
地
大
足
に
は
分
流
の
「
大

足
氏
」
を
配
し
て
背
後
の
固
め
を
し
ま
し
た
。
清
水
に
清
水
氏
も
配
し
、
会
田
城

主
小
次
郎
が
居
た
と
さ
れ
る
古
屋
敷
が
あ
り
、
小
城
沢
（
小
次
郎
沢
）
や
上
部
に

出
水
（
で
み
ず
）
矢
澤
（
や
の
さ
わ
）
、
下
部
に
吐
中
（
た
っ
ち
ゅ
う
）
、
東
部
に

釜
蓋
（
か
ま
ふ
た
）
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
・
・
・
（
つ
づ
く
） 

（
次
号
で
は
、
光
氏
や
武
田
侵
攻
で
変
わ
っ
た
関
係
な
ど
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。） 

 
 

安
曇
野
市
明
科
支
所 

 
 
 
 

明
科
支
所
長 

西
村
永
明 

  
新
春
に
あ
た
り
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
本
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
明
科

も
中
世
の
戦
国
時
代
に
大
き
く
歴
史
が
動
い
て
い
ま
す
。
く
し
く
も
真
田
の
元
で
あ

る
東
信
の
海
野
氏
が
明
科
地
域
の
東
部
に
勢
力
を
の
ば
し
、
西
部
の
仁
科
氏
と
南
部

の
小
笠
原
氏
と
の
間
で
睨
み
あ
い
、
さ
ら
に
甲
斐
の
武
田
氏
に
侵
攻
さ
れ
る
と
い
っ

た
歴
史
的
時
代
で
す
。
そ
の
影
響
が
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
四
百
数
十
年
が
経
ち

明
科
は
昭
和
三
十
年
に
一
つ
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成
十
七
年
に
安
曇
野
市
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
市
制
施
行
十
一
年
目
と
し
て
成
長
す
る
年
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

支
所
は
昨
年
の
本
庁
舎
開
業
に
伴
い
規
模
が
縮
小
し
ま
し
た
が
、
地
域
市
民
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
そ
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
よ
う
遂
行
し
ま
す
。
ま
た
住
民
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

あ
わ
せ
て
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

（
追
記
）
・
・
・
明
科
地
域
課
（
支
所
）
公
民
館
担
当
主
事
の
赤
澤
瞭
一
君
が
こ
の

た
び
二
十
歳

は

た

ち

と
な
り
、
先
般
成
人
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
若
手
で
バ
リ
バ
リ
業
務
に

邁
進
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

明
科
公
民
館
今
年
の
抱
負 

 
 

明
科
公
民
館
長 

安
井
邦
夫 

  

今
年
は
申
年
。
「
申
」
と
は
果
実
が
成
熟
し
、
固
ま
っ
て
い
く
状
態
を
意
味
す
る

よ
う
で
す
。
公
民
館
事
業
に
お
い
て
も
、
猿
の
よ
う
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
地
域
活
性
化

を
目
指
し
た
事
業
を
展
開
し
、
実
り
あ
る
年
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

猿
と
い
え
ば
、
日
光
東
照
宮
の
「
見
ざ
る
」「
聞
か
ざ
る
」
「
言
わ
ざ
る
」 

が
有
名
で
す
が
、
公
民
館
が
三
猿
の
よ
う
な
体
制
に
な
る
と
、
公
民
館
そ
の
も
の
が

機
能
し
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
い
て
、
よ
く
話
し

て
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
公
民
館
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
「
安
曇
野
市
公
民
館
の
基
本
理
念
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

１ 

地
域
づ
く
り
を
地
区
公
民
館
と
と
も
に
進
め
ま
す
。 

２ 

地
域
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
各
種
団
体
と
連
携
し
交
流
を
進
め
ま
す
。 

３ 

事
業
の
継
続
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
も
の
に
発
展
さ
せ
ま

す
。 

４ 

市
民
に
最
も
身
近
な
生
涯
学
習
の
場
を
提
供
し
ま
す
。 

 

以
上
の
四
つ
の
理
念
を
念
頭
に
お
き
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

 

多
く
の
方
が
利
用
し
て
く
だ
さ
る
．
．
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
．
．
公
民
館
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

講演会『明科の海野氏と真田丸の時代』 

犀川右岸地域を拠点とした海野一族に焦点をあて、戦国から江戸時代

への移行期の安曇野の歴史を紹介します。大河ドラマ「真田丸」がより

興味を持って見られるかと思います。申し込みは不要！大勢のみなさん

のご参加をお待ちしています。 

日 時 平成 28 年２月 16 日（火）10 時～11 時 30 分 

会 場 明科公民館 講義室 

講 師 豊科郷土博物館 逸見大悟 学芸員 

参加費 無料 

問合せ：明科公民館（℡62-4605） 

笑いと健康講座 

＝「笑い」をテーマにした楽しく愉快になる健康講座＝ 

日 時 平成 28 年２月 23 日（火）午後１時～午後３時 

会 場 明科公民館 講堂 

講 師 臨床道化師 塚原 成幸(しげゆき)さん 

内 容 笑いと生き方についての講演、道化パフォーマンス 

参加費 無料 

※同日 10時より「明科いいまちサロン（明科公民館 講堂）」でも 

塚原さんのパフォーマンスを披露していただきます。（お茶代 300 円） 

http://ameblo.jp/abcdefg76543211234567/entry-11628886061.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編
集
後
記 

 

明科いいまち通信は、新しい明科支所と明科公民館の出来事やお知らせのたよりです。 

これからも定期的に皆さんにお届けします。 

 

・
「
真
田
丸
」
が
は
じ
ま
っ
た
。
我
が
家
に
は
、

「
幸
村
」
と
い
う
名
の
一
昨
年
生
ま
れ
た
一
番

可
愛
い
雄
猫
が
い
る
。
日
本

ひ
の
も
と

一
の
武
将
で
は
な

い
が
、
我
が
家
一
の
甘
え
ん
坊
で
あ
る
。 

（え
） 

・
正
月
は
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
る
事
故
が
あ

り
ま
す
が
、
今
年
は
自
分
の
番
か
も
と
思
い
つ

つ
、
餅
を
食
べ
続
け
ま
し
た
。
ま
だ
、
咀
嚼
は
大

丈
夫
で
す
が
、
腹
が
出
て
会
釈
す
る
の
が
大
変

に
な
り
ま
し
た
。
（や
） 

・
先
日
成
人
式
を
迎
え
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
祝
福
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
は
、
市
役
所
に

入
庁
し
て
３
年
目
の
職
員
と
な
り
ま
す
。
精
一 

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

(

明
科
地
域
課 

赤
澤
瞭
一) 

・
今
年
の
冬
は
こ
と
の
ほ
か

暖
か
く
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

の
消
費
が
少
な
く
て
済
ん

で
い
ま
す
。（
ｋ
） 

・
初
詣
、
お
伊
勢
様
に
行
っ

て
き
ま
し
た
!!
凄
い
人
で

し
た
が
、
や
は
り
い
い
と
こ

ろ
で
す
ね
!!
（
う
） 

  

 

 

 

遅ればせながら、新年のご挨拶をさせていただきます。皆様、年末年始は楽しく過ごせまし

たでしょうか、一年の計は元旦にありと言う熟語にもあるように、折角のお休みなのですから、

今年の計画を色々と練るのにはもってこいの日のはずなのですが、やはり、気持ちが浮かれ、

色々とお祝いや普段できない遊びなどをしたくなりますよね。仕方がないです。はっとした方

は、今日を元旦として、今年の計画を練ってみるのもいいかもしれません。 

 

さて、今回で３回目の知っ得♩あかしなです。今月も別に知らなくても構わないけれども、

知っているとちょっぴり自慢できる、そんな無駄知識をお伝えします。 

今回は２つです、よろしければ明日の話題作りにお使いください。 

 

・料理番組の日 

 1937 年の 1 月 21 日に、イギリスのＢＢＣテレビで料理番組の元祖「夕べの料理」と言う番

組が放送開始されました。記念すべき第 1 回目の料理の内容は「オムレツ」だったそうです。 

 ちなみに 1963 年の同じ日に皆様ご存じ「キユーピー3 分クッキング」の放送が開始されま

した。 

 

・ライバルが手を結ぶ日 

 英語表現が似合いそうな記念日名ですが、日本の記念日です。1866 年 1 月 21 日に京都の小

松帯刀邸にて、「薩長同盟」が結ばれた事に起因する記念日です。本来この密約は、討幕を目

指すものではなく、長州藩に対し薩摩藩が支援を行う内容の物だったそうですが、維新のきっ

かけとなったことは皆様ご存知の通りです。 

 

 

・市県民税（第４期）・国民健康保険税（第７期）・後期高齢者医療保険料（第 10 期） 

・介護保険料（第 10 期）・保育料（１月分）・住宅家賃（１月分）・上水道料金（１月請求分） 

以上の市税・料金等が今月末の納期限となっております。期限内の納入をお願いします。 

※口座振替を設定なさっている方は、納期限と同日２月１日に口座からの引き落としが行 

われます。期限前の口座残高のご確認をお願いします。 


	28年１月号：Ｐ１
	28年１月号：Ｐ２～３
	28年１月号：Ｐ４

